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牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています。
１ 全酪新報 ７月１日号 全国酪農協会

第３７回繁殖改善で経営向上「牛群検定活用しよう」渡邊 徹 家畜改良アドバイザ－
表情や表現で分かる栄養状態 観察で日々変化する状況把握

２ デーリィマン ７月号 デーリィマン社
牛群検定の読み方（その２３）
脂肪酸組成の分布状況で採食量をチェック

３ ＬＩＡＪニュ－ス７月号 （一社）家畜改良事業団
新しい牛群検定成績表について（その９０）
赤ペンコメント乳量編①
牛群検定ビッグデ－タ（その３４）
品種における脂肪酸組成の違いについて

赤ペンによるコメントが開始されています！検定農家に届けられる毎月の検定成績表一枚一枚に赤や青
字でコメントが記載され、農家個々に改善ポイントを知ることが出来るようになりました。当団の繁殖台帳Web
システムにより、パソコン等で利用出来ます。繁殖台帳Webシステムについて、各検定組合にお問い合わせく
ださい。別途の費用は不要です。
前回までは、乳量についての赤ペンでしたが、今回は体細胞数（乳房炎）です。先ずは検定成績表の１枚

目の牛群成績の赤ペンを紹介します。

＜ポイント＞
赤ペンを見るにあたって最も大事なことは、先ず成績表上部に記載される「今回のポイント」を見ることで

す。ここで、ご自分の検定成績の体細胞数について大まかなポイントを把握します。裏面の事例では、「体細
胞数が高いので、牛床や搾乳、栄養をチェックしましょう」と赤ペンで大きく書かれています。矢印の先を見れ
ば、平均の体細胞数が９０５千個／ｍｌであり、前月や前々月も高く、この農家の大きな改善ポイントであること
がわかります。乳房炎対策としては一般的ですが、先ずは牛床が汚れていないか、不衛生な搾乳を行ってい
ないか、栄養状態が悪くないかといったことを大まかにメッセ－ジで出力しています。

＜見 方＞
次に上述のポイントの要因等を探ることが大切です。検定成績表にはいろいろなヒントが隠されています。

原因となっていると考えられるところに、コメントが出力されているのでひとつひとつ確認してください。
例えば、最上段では、暑熱ストレスのチェックを求めています。暑熱は充分に対策しないと飼料を食べなくな
り、体力低下から乳房炎の原因となることが、知られています。また、中段の検定日（24.05.28）の搾乳日数（２
８５）日には、「搾乳日数が長いと乳房炎のリスクが高まります。繁殖を見直しましょう」とコメントされています。
関連して繁殖を見てみると、分娩間隔は４５７日と長く繁殖がうまくいっていないことがわかります。このことか
ら、長期間搾乳を続けることになり乳房炎が蔓延する要因となるからです。
赤ペンは個体毎にも表示されます。具体的にどの牛が乳房炎なのか、などは次回に紹介した

いと思います。



コメント内容や改善のためのご意見ご質問は
次のＵＲＬにお願いします。aihara@liaj.or.jp


